
光
市
か
ら
発
信
す
る
意
味

　

現
在
、
地
方
自
治
体
の
多
く
は
、
人
口

の
減
少
、
産
業
の
衰
退
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
機
能
低
下
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

地
方
の
弱
体
化
が
国
全
体
の
成
長
鈍
化
を

も
た
ら
す
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
待
っ

た
な
し
の
地
方
創
生
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

地
方
創
生
の
主
体
は
「
人
」
で
あ
り
、

取
り
組
み
の
多
く
は
次
代
を
担
う
「
子
ど

も
た
ち
」
に
託
さ
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。故
郷
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

「
志
」
を
立
て
地
方
創
生
に
生
き
る
人
材

育
成
が
求
め
ら
れ
、
学
校
・
家
庭
・
社
会

教
育
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
中
、
各
地
の
学
校
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協

議
会
制
度
、
以
下
「
Ｃ
Ｓ
」）
化
の
動
き

が
加
速
し
て
い
る
。
平
成
27
年
４
月
現

在
、
全
国
で
２
３
８
９
校
が
Ｃ
Ｓ
に
指
定

さ
れ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
協
働

に
よ
る
学
校
運
営
や
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。中
で
も
、

山
口
県
は
公
立
小
中
学
校
の
93
・
１
％
が

Ｃ
Ｓ
と
な
り
、
そ
の
指
定
率
の
高
さ
、
組

織
体
制
や
活
動
内
容
の
レ
ベ
ル
等
か
ら
全

国
的
評
価
も
高
い
。

　

今
回
の
実
践
塾
の
舞
台
で
あ
る
光
市
で

は
、
平
成
23
年
度
の
浅
江
中
を
皮
切
り
に

全
て
の
市
立
小
中
学
校
が
Ｃ
Ｓ
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。「
い
つ
行
っ
て
も
地
域
の
誰

か
が
学
校
で
何
か
を
し
て
い
る
」「
子
ど

も
や
先
生
た
ち
が
地
域
に
元
気
を
振
り
ま

い
て
い
る
」
と
言
わ
れ
、
学
校
と
地
域
の

一
体
感
、
学
校
運
営
と
地
域
づ
く
り
の
連

動
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
今

回
の
実
践
塾
は
、
光
市
の
創
造
的
・
先
進

的
な
実
践
に
学
び
な
が
ら
、
地
方
創
生
に

お
け
る
教
育
の
意
義
と
役
割
、
学
校
教
育

の
方
向
と
学
校
改
革
の
あ
り
方
、
地
域
づ

く
り
と
Ｃ
Ｓ
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
、
各

地
の
「
志
」
あ
ふ
れ
る
仲
間
た
ち
と
意
見

を
交
え
、
考
え
を
深
め
て
、
そ
れ
を
全
国

に
発
信
す
る
内
容
と
し
た
。

１
日
目
：
地
方
創
生
と
教
育
を
考
え
る 

講
義
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

市
川
煕
光
市
長
の
開
講
挨
拶
の
後
、
光

市
企
画
調
整
課
に
よ
り
「
光
市
に
お
け
る

地
方
創
生
の
取
り
組
み
」が
報
告
さ
れ
た
。

市
政
概
要
、
地
方
創
生
施
策
、
市
民
力
育

成
と
地
域
自
治
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

等
が
画
像
・
映
像
と
共
に
示
さ
れ
「
人
も
、

自
然
も
、
ま
ち
も
光
輝
く
ま
ち
」
を
実
感

し
た
。

　

次
に
、
北
海
道
大
学
学
務
部
長
の
出
口

寿
久
氏
に
よ
る
講
演
「
Ｃ
Ｓ
の
推
進
に
よ

る
地
域
再
生
」
が
行
わ
れ
た
。
文
部
科
学

省
に
お
い
て
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
や

Ｃ
Ｓ
の
制
度
設
計
、
普
及
啓
発
を
中
核
的

に
担
っ
た
出
口
氏
の
、Ｃ
Ｓ
導
入
の
背
景
、

現
状
と
課
題
、
学
校
を
核
と
し
た
地
方
創

生
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
講
演
は
説
得

力
が
極
め
て
高
く
、
地
方
創
生
に
お
け
る

教
育
の
意
義
、
役
割
等
に
関
す
る
貴
重
な

学
び
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
浅
江
中
Ｃ
Ｓ
に
構
想
段
階
か

ら
参
画
す
る
光
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
木
本
育
夫
氏
、

浅
江
中
学
校
区
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
金
子
功
一
氏
に
出
口
寿
久
氏
と
霜
川
が

加
わ
り
、
Ｃ
Ｓ
の
実
効
性
と
課
題
に
関
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
校
長
と
し
て
関
与
し
た
木
本
氏
は
、

学
校
教
育
活
動
と
地
域
活
性
化
事
業
を
つ

な
ぐ
意
味
、
取
り
組
み
の
具
体
と
生
徒
の

変
容
、教
職
員
の
意
識
改
革
の
重
要
性
を
、

地
域
づ
く
り
実
践
者
と
し
て
参
画
し
た
金

子
氏
は
、
学
校
と
の
協
働
に
対
す
る
地
域

の
期
待
感
、
地
域
の
変
化
と
行
政
支
援
の

大
切
さ
等
を
そ
れ
ぞ
れ
語
り
、
以
後
の
研

修
の
充
実
深
化
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、

浅
江
中
卒
業
生
（
教
員
志
望
学
生
）
が
自

ら
の
キ
ャ
リ
ア
設
計
の
源
と
な
っ
た
地
域

ぐ
る
み
の
教
育
の
魅
力
を
話
し
、
Ｃ
Ｓ
を

活
か
し
た
人
材
育
成
の
実
例
を
聞
け
た
。

　

そ
の
後
、
光
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
長
の
石
丸
義
臣
氏
は
、
講
義
「
光
市
に

お
け
る
Ｃ
Ｓ
の
推
進
」
の
中
で
、
教
育
委

員
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、現
状
と
課
題
、

学
校
運
営
の
質
や
教
員
の
資
質
能
力
の
向

上
、
学
校
の
活
性
化
と
地
域
へ
の
広
が
り

を
成
果
と
し
て
報
告
し
た
。
特
に
、
児
童
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学
校
経
営
と
地
域
づ
く
り
の
一
体
化

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
に
よ
る
地
方
創
生
―

霜
川
　
正
幸

山
口
大
学
教
育
学
部
教
授

　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
11
月
11
日
（
水
）

〜
13
日
（
金
）
に
山
口
県
光
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
任
講

師
の
霜
川
正
幸
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
地
域
支
援
課
）

平
成
27
年
度
地
方
創
生
実
践
塾
　
　
山
口
県
光
市

地域の技術者が指導にあたる「あさなえ木工
教室」を見学



生
徒
の
自
己
肯
定
感
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

地
域
行
事
や
地
域
貢
献
へ
の
意
識
が
飛
躍

的
に
向
上
し
た
と
の
報
告
は
、
Ｃ
Ｓ
が
学

校
と
地
域
の
双
方
に
と
っ
て
よ
い
関
係
を

創
り
出
す
可
能
性
を
示
し
た
も
の
と
し
て

特
筆
で
き
る
。

　

浅
江
中
学
校
長
の
伊
藤
幸
子
氏
、
浅
江

中
学
校
生
徒
代
表
と
校
外
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
末
岡
誠
氏
と
３
年
生
に
よ
る
発
表

「
つ
な
が
り
日
本
一
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、

「
地
域
に
支
え
ら
れ
地
域
に
感
謝
」「
15
歳

は
地
域
の
担
い
手
」「
人
、つ
な
が
り
が
郷

土
愛
を
育
む
」
等
、
生
徒
が
発
す
る
正
直

で
力
強
い
言
葉
に
、
生
徒
の
成
長
や
Ｃ
Ｓ

の
可
能
性
を
確
信
し
た
時
間
と
な
っ
た
。

２
日
目
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
魅
力
を
体
感
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
①
②
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
①

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
①
で
は
、
市
内
５

中
学
校
Ｃ
Ｓ
の
実
践
発
表
が
行
わ
れ
、
Ｃ

Ｓ
の
形
、
推
進
組
織
、
情
報
発
信
や
地
域

教
育
力
と
の
連
動
等
に
つ
い
て
比
較
研
究

を
行
っ
た
。「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

で
は
、
終
了
時
間
が
来
て
も
意
見
交
換
や

交
流
が
途
絶
え
な
い
ブ
ー
ス
が
多
く
、
印

象
に
残
っ
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
②
で
は
、
全
員
が

浅
江
中
を
訪
問
し
、
地
域
人
材
を
活
用
し

た
授
業
、
学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
実

践
、
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
住
民
対
象

の
英
会
話
教
室
等
を
見
学
し
、
現
場
の
実

情
に
ふ
れ
た
。
学
校
支
援
に
参
加
し
た
住

民
と
の
交
流
会
で
は
、
住
民
の
生
の
声
か

ら
Ｃ
Ｓ
の
実
効
性
を
感
じ
た
。

　

後
半
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①
が
行
わ
れ

た
。
今
回
の
実
践
塾
は
、
Ｃ
Ｓ
と
地
方
創

生
に
関
す
る
基
礎
的
理
解
、
先
進
事
例
を

通
し
た
実
践
研
究
、
各
地
で
の
動
き
の

創
出
と
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
資
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
対

象
や
内
容
か
ら
、

拡
散
（
実
践
交

流
）
型
で
は
な

く
開
発
（
力
量
形

成
）
型
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い

た
。
こ
こ
で
は
、

架
空
の
中
学
校

に
赴
任
し
た
校

長
と
し
て
、
Ｃ
Ｓ

の
設
計
、
行
政
・

教
育
課
題
の
融

合
を
意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
課
題

に
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
時
間
は
「
情
報

収
集
」
の
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

３
日
目
：
学
校
経
営
と
地
域
づ
く

り
を
構
想
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
総
括
講
義

　

こ
の
日
は
「
構
想
」
と
「
編
成
」
の
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
、市
長
の
立
場
（
行
政
課
題
）

と
校
長
の
立
場
（
教
育
課
題
）
に
分
か
れ

て
活
発
な
協
議
や
発
表
が
展
開
さ
れ
た
。

各
地
の
今
後
を
思
い
な
が
ら
、「
自
分
の

町
で
も
早
速
こ
の
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
動

き
を
創
る
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　

昨
今
、「
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
」

の
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

学
校
を
拠
点
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
人

の
存
在
が
、
地
域
の
結
束
力
や
元
気
、
安

全
安
心
を
創
出
し
、
学
校
と
地
域
の
協
働

は
地
域
そ
の
も
の
を
活
性
化
さ
せ
る
。
地

方
創
生
に
教
育
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
こ
と
の
意
義
と
可
能
性
を
今
回
の
実

践
塾
は
教
え
て
く
れ
た
。
今
後
の
学
校
経

営
と
地
域
づ
く
り
の
一
体
化
、
Ｃ
Ｓ
の
推

進
に
よ
る
地
方
創
生
を
参
加
者
全
員
で
誓

い
、
３
日
間
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

地域づくり2016・２月号37

地域の皆さんとの意見交換会

グループワークの様子

地方創生実践塾（山口県光市）の概要
第１日目　11月 11日（水）
	 光市の紹介（光市企画調整課）
	 講義①　基調講演「コミュニティ・スクールの推進による地域再生」
	 	 特別講師	 北海道大学学務部長　出口 寿久 氏
	 講義②　パネルディスカッション
	 	 コーディネーター	 山口大学教育学部教授　霜川 正幸 氏
	 	 パネリスト	 北海道大学学務部長　出口 寿久 氏
	 	 	 光市コミュニティ・スクールコンダクター　木本 育夫 氏
	 	 	 浅江中学校区統括コーディネーター　　　　金子 功一 氏
	 講義③　「光市の取り組み」
	 	 講　師	 光市教育委員会学校教育課長　石丸 義臣 氏
	 講義④　「浅江中学校の取り組み」
	 	 講　師	 浅江中学校生徒代表及び同校校外コーディネーター　末岡 誠 氏
	 	 	 浅江中学校長　伊藤 幸子 氏
 
第２日目　11月 12日（木）
	 フィールドワーク①　5校区代表者による発表及びポスターセッション
	 	 講　師	 室積中学校	 教頭	 井上 春樹 氏
	 	 	 	 	 	 教諭	 植野 史理 氏
	 	 	 光井中学校	 教頭	 安田 尚弘 氏
	 	 	 	 	 	 教諭	 平本 信雄 氏
	 	 	 浅江中学校	 教諭	 藤田　猛 氏
	 	 	 	 	 	 教諭	 宮内 秀一郎 氏
	 	 	 島田中学校	 教頭	 内山 昭博 氏
	 	 	 	 	 	 教諭	 中原 雅史 氏
	 	 	 大和中学校	 教頭	 中村 英樹 氏
	 	 	 	 	 	 教諭	 今元 裕次郎 氏
	 フィールドワーク②　浅江中学校訪問
	 ワークショップ①　　グループ討議
	 	 主任講師	 山口大学教育学部教授　霜川 正幸 氏

第3日目　11月 13日（金）
	 ワークショップ②　グループ討議・発表
	 ワークショップ③　総　括
	 	 主任講師	 山口大学教育学部教授　霜川 正幸 氏


